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に拝見でき，非常に学びの多い時間となりました．ま

た，参加者が自由に移動できる会場で行われたことで，

情報交換がしやすくなり，それぞれの交流が深まった

ように感じています．」

 （澤田佳穂さん・千葉大学大学院）

「私は養液栽培を用いて研究を行っているため，今回

の公開ワークショップでは普段見ている根とはまた

違った根の姿を見ることができた．論文の中の知識の

あった根箱やその解体方法などを直接見られたこと

は，根に対する興味・関心が高まる経験だった．また

本ワークショップに参加されていた先生方が交わす

ディスカッションからは，側から聞いているだけで根

の研究の過酷さが伝わってきた．本ワークショップは

駅中の広場で行われていたが，オープンな環境で自由

に意見交換をできるという点で根研究会のフランクさ

がとても良く出ており，まだまだ根のことを知らない

私でも楽しむことができた．」 （小河樹さん・千葉大学）
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第 1図 公開ワークショップの様子．（a），（b）JR福井駅内にある屋内広場に集まった講師と参加者．（c）根箱で栽培した植
物の根を根箱ピンボード法により洗い出している参加者．（d）根箱ピンボード法により，空間的な広がりを維持し
たまま洗い出された根に興味津々の参加者．（e）画像取得・解析装置を操作しながら意見を交換する講師と参加者．
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報　告
根 研 究 学 会 Japanese Society for Root Research (JSRR) 
 

 
第第5599回回根根研研究究学学会会ププロロググララムム  

 
第 59 回根研究集会が 2024 年 7 月 20 日（土）〜21 日（日）に，福井県福井市の福井市地域交流プラ

ザにて現地開催されました．福井県立大学が開催を担当するのは 1995 年に第 2 回アジア作物学会議の

ミニ・シンポジウムのひとつとして，開催された「第 3 回 JSRR シンポジウム イネ根系の理想型」以

来，29 年ぶりとなりました． 
国内外から 84 名の参加があり，口頭発表 16 件，ポスター発表 26 件の一般発表がありました．また，

特別講演を細胞壁構造研究の世界的権威であるドイツ・ボン大学のLukas Schreiber 教授にご発表いただ

きました．さらに，神山拓也博士（宇都宮大学），檀浦正子博士（京都大学），田島亮介博士（東北大学），

Shitephen WANG（京都大学）, 寺本翔太博士（農研機構）を講師にお迎えして，「掘らないと！ 掘らな

いの？ 〜知っていそうで知らない 根の様子と画像解析のウルテク〜」と題した公開ワークショップを

行いました．公開ワークショップでは根箱で育てた植物体を使って，根系の採取，画像の取り込み，画

像解析を実践しながら，ノウハウを交換することができました． 
 
＜＜開開催催日日時時 Date and time＞＞ 
2024 年 7 月 20 日（土）13：00–18：15 

21 日（日） 9：00–17：30 
※20 日･21 日の懇親会は福井駅周辺で開催予定 
 

＜＜開開催催場場所所 Venue＞＞ 
  〒910－0858 福井市手寄 1 丁目 4 番 1 号 

AOSSA 6F・福井市地域交流プラザ 601B・601C 
公開ワークショップ会場: 福井市観光交流センター 1F 

  
 電車でのアクセス: JR 福井駅より徒歩 1 分 
 AOSSA への地図: http://www.aossa.jp/access/ 
 AOSSA フロアマップ: http://www.aossa.jp/floor-cat/6f/ 
 
＜＜ププロロググララムム Program＞＞ 
7 月 20 日（土） Saturday, July 20th 
13：00  受付Registration，ポスター提示 Posters display 
13：30–13：40 開会の挨拶Opening remarks 
13：40–14：40 特別講演 Special lecture 
  Poplar (Populus x canescens) root suberization in response to abiotic stress in soil 
  Prof. Lukas Schreiber（University of Bonn, Germany） 
14：50–15：50 ポスター発表前半（13 課題）Poster session 
16：00–17：40 口頭発表（6 課題）Oral presentation 
17：50–18：30 総会General meeting 
19：00–  懇親会Conference dinner（福井西武屋上 そらのガーデン） 

 
7 月 21 日（日） Sunday, July 21th 
08：30–09：00 受付Registration 
09：00–10：20 口頭発表（5 課題）Oral presentation 
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7 月 21 日（日） Sunday, July 21th 
08：30–09：00 受付Registration 
09：00–10：20 口頭発表（5 課題）Oral presentation 
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10：30–11：30 ポスター発表後半（13 課題）Poster session 
（昼休憩） 
13：00–14：20 口頭発表（5 課題） Oral presentation 
14：30–14：40 優秀発表賞表彰 Best Presentation Award 
15：00–17：00 公開ワークショップ 
 「掘らないと！掘らないの？ 〜知っていそうで知らない 根の様子と画像解析のウルテク〜」 
 神山 拓也（宇都宮大学）  ｜ 根箱ピンボード法による根の洗い出し 
 田島 亮介（東北大学）  ｜ 根の洗い出しと格子交点法による解析 
 檀浦 正子（京都大学）  ｜ 画像取得・画像解析（WinRHIZO・ImageJ） 
 Shitephen WANG（京都大学） ｜ 画像取得・画像解析（WinRHIZO・ImageJ） 
 寺本 翔太（農研機構）  ｜ 画像取得・画像解析（Python） 
 
17：20–17：25 次回予告 Announcement of next JSRR meeting 

｜阿部 淳 大会実行委員長（東海大学）からのメッセージ 
17：25–17：30 閉会の挨拶 Closing remarks 
19:00–  懇親会 Farewell party 

 
＜＜第第 59 回回根根研研究究集集会会実実行行委委員員＞＞  
実行委員長: 塩野克宏 
庶務担当: 角田智詞 
受付担当: 西嶋遼 
（福井県立大学生物資源学部） 
 
Chairman: Katsuhiro Shiono 
General affairs: Tomonori Tsunoda 
Registrar: Ryo Nishijima 
(Department of Bioscience and Biotechnology, Fukui Prefectural University) 
 
＜＜問問合合せせ先先 Contact＞＞ 
福井県立大学生物資源学部 塩野克宏 
〒910-1195 福井県吉田郡永平寺町松岡兼定島 4-1-1 福井県立大学生物資源学部 
E-mail: shionok@fpu.ac.jp   電話: 0776-61-6000 
 
Department of Bioscience and Biotechnology, Fukui Prefectural University 
Katsuhiro Shiono 
4-1-1 Matsuoka-Kenjojima, Eiheiji, Fukui 910-1195, Japan 
E-mail: shionok@fpu.ac.jp   Tel: 0776-61-6000 
 
＜＜謝謝辞辞＞＞ 
本会は公立大学法人 福井県立大学 学会開催支援および公益社団法人 福井県観光連盟 コンベンション

開催助成金の支援を受けて実施されました． 
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＜＜口口頭頭発発表表Oral Presentations＞＞  講講演演 12 分分+質質疑疑 3 分分 
★優秀発表賞エントリー 
 
7 月 20 日（土）16：00–17：40（6 課題） 
16:00  P01 森林における画像取得技術を用いた細根動態研究の進展 
   ◯福澤加里部・野口享太郎 

16:15  P02 スダジイの根の形態 
   ◯田村秋汰 

16:30 ★P03 亜高山帯樹木の非構造性炭水化物が駆動する根呼吸の季節変化 
   ◯橋本裕生・増本泰河・伊藤拓生・高橋耕一・牧田直樹 

16:45 ★P04 Zea 属植物を用いた酸素漏出バリア形成制御遺伝子ROL Barrier Formation1 遺伝子の 
   同定とその機能解析 
   ◯宍戸恵・中山洋平・井出健斗・髙橋宏和・縣步美・大森史恵・間野吉郎・中園幹生 

17:00  P05 ３D オブジエクト手法による根先端域での木部導管の起源と発達の解析 
   ◯仁木輝緒・幹康・斉藤進 

17:15  P06 X 線CT を用いた水田で栽培したイネ根系のゲノムワイド関連解析 
   ◯寺本翔太・宇賀優作 

7 月 21 日（日）09：00–10：20（5 課題） 
09:00 ★P07 Root system architecture modification in response to soil nitrate availability is co-regulated by 

soil pH 
   ◯Mutsutomo Tokizawa 

09:15 ★P08 培養液の供給法が葉菜類の根の形態と外生成分の吸収能に及ぼす影響 
   ◯澤田佳穂・中野明正・淨閑正史 

09:30 ★P09 塩分ストレスがC4 植物の生育，光合成に与える影響 
   ◯鈴木健斗・岩崎泰永 

09:45 ★P10 オオムギの湿害発生過程における地上部，地下部の成長と根圏酸化の関係 
   ◯芝日菜子・江上泰広・檀浦正子・高梨聡・塩野克宏 

10:00 ★P11 根が侵入できない硬い培地上で生育できるシロイヌナズナの突然変異株群の 
   原因遺伝子探索 
   ◯飯田秀利 

7 月 21 日（日）13：00–14：20（5 課題） 
13:00  P12 根系形態の改変による高品質農産物の効率的生産に向けた戦略 
   ◯小河 樹・澤田 佳穂・塚越 覚・淨閑 正史・中野明正 

13:15  P13 無加温パイプハウスにおける野菜の周年栽培時の連続不耕起栽培が 
   各品目の根系発達に及ぼす影響 
   ◯岡元英樹・地子立・古山真一 

13:30  P14 空気電池による電気刺激がキャベツセル成型苗の生育に及ぼす影響 
   ◯本間知夫・栁澤志温・冨岡厚則 

13:45  P15 種子直下へのリン酸局所施肥が直播タマネギの生育ならびに根系発育に及ぼす影響 
   ◯亀岡笑・田島亮介・長南友也・宮下広大・服部壮見・西島宝恵・林怜史 

14:00  P16 サツマイモ塊根の形状および表皮症状の３D データベースの作成 
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   ◯田口和憲・児玉晋洋・西中未央・郭威 
 
＜＜ポポススタターー発発表表 Poster Presentations＞＞ 

★優秀発表賞エントリー 
グループA：7 月 20 日（土）14：50–15：50（14 課題） 
 
 A01 ウキクサ由来植物生育促進細菌を用いた養液栽培レタス発根促進 
 ◯渡邊高人 

★A02 もみ殻炭の施用がダイコンの生育に及ぼす影響 
 ◯塔野岡（寺門）純子・垣内悠太郎・徳田進一 

 A03 剪定枝炭を施用したポット栽培におけるニホンナシの生育 
 ◯堀井幸江・郭永・井上博道 

★A04 二次元酸素オプトードによるイネ幼苗期の冠根伸長と根圏酸化の時空間的追跡 
 ◯田丸翔太郎・藤原七海・芝日菜子・塩野克宏 

 A05 ダイズのころび型倒伏に関連する根系形質 
 成澤友香・青木博光・橋本叡信・◯神山拓也 

★A06 Salinity stress affects cell wall components and pectin localization in spinach (Spinacia oleracea L.) 
 Jia Liu・Haruyuki Fujimaki・Ryoichi Araki・Anthony Egrinya Enejia・Irshad Muhammad・◯Ping 
An 

 A07 全身・局所麻酔薬による根の接触屈性の抑制 
 曲徳泰・◯陽川憲 

★A08 乾燥ストレスが超深根性植物Neltuma juliflora の幼苗期の根系構造に与える影響の解析  
 ◯�井��・��・山中�介・永�大・���也 

 A09 X 線マイクロCT を用いたヒメツリガネゴケ仮根系の 3D 可視化 
 ‐セグメンテーション精度向上の取組‐ 
 ◯唐原一郎・若林孝尚・山浦遼平・八木原直樹・玉置大介・蒲池浩之・山内大輔・峰雪芳

宣・ 星野真人・上杉健太朗・日渡祐二・半場祐子・久米篤・藤田知道 

★A10 遮根シートによるリン酸局所施肥位置へのコムギ根系誘導で収量は増加するのか 
 ◯藤元琴羽・橋本叡信・青木博光・神山拓也 

 A11 SfM/MVS に基づく 3 次元モデルにより取得した立木間樹木根系データの評価 
 ◯池野英利・田中優斗・藤堂千景・谷川東子・平野恭弘・大橋瑞江・今若舞・檀浦正子・ 
 山瀬敬太郎 

★A12 Unraveling variation in rice lateral root under early phase nutrient deficiency 
 ◯MARCELO Via Ann Candelaria・INUKAI Yoshiaki・EHARA Hiroshi・KANO-NAKATA Mana 

 A13 スキャナ法によるスギ末端次数根の分岐形成過程の観察 
 ◯趙星一・桑辺七穂・大橋瑞江 
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根 研 究 学 会 Japanese Society for Root Research (JSRR) 
 

 
★A14 水平・垂直方向の直径の違いを考慮した 3 次元根系の可視化 
 ◯田中優斗・山瀬敬太郎・藤堂千景・大橋瑞江・今若舞・平野泰弘・谷川東子・檀浦正子・ 
 池野英利 
 
＜＜ポポススタターー発発表表 Poster Presentations＞＞ 
★優秀発表賞エントリー 
グループB：7 月 21 日（日）10：30–11：30（13 課題） 
 
 B01 湛水土壌に蓄積するアンモニアはイネの根の酸素通気に影響するのか？ 
 塩野克宏・◯𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷 

★B02 シロイヌナズナにおけるストロンチウムによる根の生育阻害と活性酸素種の関連 
 ◯長田武・新井将生・岡田佳之・國分皐世 

 B03 分子マーカーより個体識別されたブナ林における細根の貯蔵資源動態 
 ◯韓慶民・松本麻子・壁谷大介・宮澤真一・野口享太郎 

★B04 ペーパーポットを用いたサツマイモの育苗条件と初期生育の比較 
 ◯勝田瑞皐 

 B05 傾斜圃場を利用した土壌水分勾配に対するオオムギ生長の自然変異 
 ◯最相大輔・窪田竜太・岡田柊一・轟貴智 

★B06 Extracellular ADP elicits the generation of reactive oxygen species in plant root 
 ◯Tomoko Kagenishi and Ken Yokawa 

 B07 Schizogenous aerenchyma formation in Cardamine amara 
 ◯Hiroshi Kudoh・Masato Sakane・Karol Marhold・Rie Shimizu-Inatsugi・Kentaro K. Shimizu・ 
 Hidehiro Fukaki 

★B08 表層から深さ 1.5m までの土壌炭素及び窒素濃度の変化がスギ細根形態に与える影響 
 ◯柳瀬亮太・谷川東子・杁山哲矢・黒見信輔・金子祥也・林亮太・山瀬敬太郎・藤堂千景・ 
 池野英利・大橋瑞江・檀浦正子・平野恭弘 

 B09 機械学習によるスキャナ法を用いたスギ 3 クローンの細根成長動態解析 
 ◯シティフン ワン・能勢 美峰・平尾 知士・矢吹 新・檀浦 正子 

★B10 アーバスキュラー菌根菌の感染根長密度の推定 
 ◯請川弘次朗・鴨下顕彦 

 B11 自動撮影・解析システム構築による樹木根系の高解像度時系列データの集積と共有 
 ◯森健介・池野英利・中路達郎・高木正博・大橋瑞江 

★B12 深層学習による細根抽出を用いた細根動態の評価 
 ◯山形拓人・池野英利・木村敏文・礒川悌次郎・中路達郎・大橋瑞江 

 B13 4 月から 6 月にかけて脱落したヒノキ細根の形態学的・解剖学的特徴 
 ◯吉田陽向・柳瀬亮太・谷川東子・平野泰弘 
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2024 年度 根研究学会総会報告 

 

 
 福井市地域交流プラザで開催された第 59 回根研究集会の一部として，7 月 20 日に定期総会を開

催しました．本間知夫会員に議長を務めて頂き，下記の通り 2023 年度の会務報告・決算報告・会計

監査報告，2024 年度の事業計画・予算が承認されました． 
 
 
１１．．22002233 年年度度  会会務務報報告告  
  

 

1））会会誌誌『『根根のの研研究究』』第第 32 巻巻をを発発行行ししたた．． 
 （福澤 加里部 編集委員長） 
第１号（2023 年 3 月発行） pp.  1 - 29（29 頁） 
第２号（2023 年 6 月発行） pp. 31 - 63（33 頁） 
第３号（2023 年 9 月発行） pp. 65 - 75（11 頁） 
第４号（2023 年 12 月発行） pp. 77 -99（23 頁） 
別冊 1 号（2023 年 6 月発行） pp. 1 -35
（35 頁） 
別冊 2 号（2023 年 12 月発行） pp. 1 -46
（46 頁） 
 

2））研研究究集集会会 
 以下 2 回の研究集会を開催した．第 57 回根研

究集会内では特別講演が 2 件，第 58 回では公開

特別講演が 1 件行われた．  
 
・第 57 回根研究集会 

於：明治大学農学部 
  5 月 20 日（土）～ 21 日（日） 
  実行委員長 塩津文隆会員 
・第 58 回根研究集会 

於：兵庫県立大学環境人間学部 
  11 月 3 日（金）～ 5 日（日） 
  実行委員長 大橋瑞江会員 
 
 
 
3））2023 年年度度根根研研究究学学会会賞賞 
 選考の結果，以下の業績を表彰した． 
【学術功労賞】 1 件 
 受賞者：平野恭弘 
（名古屋大学大学院環境学研究科） 
 業 績：地中レーダ探査技術を利用した樹木

根構造の非破壊解析に関する研究 
 
【学術奨励賞】 2 件 
受賞者：亀岡笑 
（酪農学園大学農食環境学群） 

 業 績：土壌水分条件に対してイネ根系が発

揮する発育的可塑性及び水通導性応

答の機能解析 
 
 受賞者：江尻真斗 
（株式会社ファイテック研究開発部） 
 業 績：イネ科野生種の過湿環境への適応メ

カニズムの研究 
 
【学術特別賞】 1 件 
 受賞者：本間知夫 
（前橋工科大学工学部生命工学領域） 
 業 績：根系にかかわる生体電位研究 
  
【優秀発表賞】 5 件 
 受賞者：石川 愛佳氏 
（福井県立大学 生物資源学部、東北大学大学院 
生命科学研究科） 
 業 績：サイトカイニンは外皮のスベリン化

を介したイネの Radial Oxygen Loss
バリア形成に関与する 

 受賞者：細井 彩氏 
（信州大学大学院 総合理工学研究科）  

業 績：同一環境下で生育した異なる産地由

来のスギ細根形態の比較 
受賞者：江岸 祐夏 

（福井県立大学大学院生物資源学研究科） 
業 績：過湿環境で変動する窒素肥料成分は

イネの酸素漏出バリア形成に影響を

与えるのか？ 
受賞者：芝日菜子 

（福井県立大学大学院生物資源学研究科）  
業 績：オオムギの湿害発生過程における根

系・根圏酸化状態デュアルイメージ

ングの挑戦 
 受賞者：増本泰河 
（信州大学大学院総合理工学研究科） 

業 績：亜高山林における樹木の水獲得戦略

を根の Pressure-Volume 曲線特性と

根機能形質から紐解く 
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4））国国際際誌誌 Plant Root のの刊刊行行 
 （野口享太郎 編集委員長ら） 
 http://www.plantroot.org/ 
 第 17 巻として，7 の論文（全 81 頁）を掲載し

た．受理後早期の掲載，並びに編集委員の負担

を軽減する目的で BIB 作成費を計上した． 
 

5））会会誌誌以以外外のの出出版版物物・・根根研研ロロゴゴラライイセセンンスス 
 「根の研究の最前線 7」および同シリーズのう

ち，在庫があるバックナンバーについては，引

き続き販売した（セット割りを適用）．使用料を

支払うことで根研ロゴを使用したグッズを自由

に製作することができるようにした． 
 

6)  会会員員勧勧誘誘とと費費用用節節減減対対策策 
 会員数は 10 名程度の微増傾向にあり，会費収

入は下止まり傾向にある．財政状況改善を目的

として，第 55 回根研究集会から根研究集会要旨

の公開は別冊（PDF オンライン公開）のみとし

て，冊子体への掲載を取りやめた（2022 年度削

減額: 72,600 円，算出根拠: 要旨集 44 ページ×

1,650 円/ページ）．また，学生や若手研究者の入

会を促すため，根研究学会優秀発表賞，若手会

員研修支援，研究集会参加費無料化を継続した． 
 

２２．．2023 年年度度  決決算算報報告告 
 期間： 2023 年 1 月 1 日－12 月 31 日 
１１））2023 年年度度  一一般般会会計計 
1.収入 単位　円

事項 予算 2023年度 予算との差額

前年度繰越金 566,963 566,963 0

会費未納分※1 53,000 50,000 -3,000

2023年会費※1 280,000 337,000 57,000

2024年以降の会費前納分※1 550,000 511,000 -39,000

寄付・雑収入（許諾料,利子）※2 40,000 486,187 446,187

会誌改善費（特別会計から） 0 0 0

合計 1,489,963 1,951,150 461,187

2.支出

事項 予算 2023年度 予算との差額

会誌・名簿の製版・印刷費※3 600,000 555,500 -44,500

会誌・名簿の送付費※4 55,000 52,251 -2,749

Plant　Root　BIB作成費※5 49,000 53,900 4,900

事務局委託費・謝金※6 372,900 356,400 -16,500

事務通信費※9 15,000 10,179 -4,821

事務用品費 2,000 3,300 1,300

研究集会経費 40,000 40,000 0

学会賞経費※7 25,000 29,012 4,012

サーバー使用料 27,000 27,120 120

予備費※8 50,000 43,047 -6,953

次年度繰越金 254,063 778800,,444411 526,378

合計 1,489,963 1,951,150 461,187

繰越金を除く2023年の実収入　 1,384,187

繰越金を除く2023年の実支出　 1,170,709

繰越金を除く2023年の実質収支 213,478  
 
※１ 年会費は電子版個人会員 3,000 円，冊子版（＋

電子版）個人会員 4,000 円，冊子版団体会員 9,000
円．前納は，12 月までに 2023 年度を納入した分

など． 
 

※※1122002233年年にに納納入入さされれたた会会費費のの内内訳訳 合合計計 889988,,000000

11））未未納納分分　　　　　　22002222年年度度以以前前 5500,,000000 3,000円×8名・4,000円×2名・9,000円×2社

22））当当年年度度分分　　  22002233年年 333377,,000000 3,000円×87名・4,000円×19名

33））前前納納分分　　　　　　22002244年年度度以以降降 551111,,000000 3,000円×105名・4,000円×40名・9,000円×4社

※※22雑雑収収入入のの内内訳訳 合計 448866,,118877
1)第58回大会収益金 42,000

2)寄付（「根っこのふしぎな世界」原稿料）他 399,832

3)根研グッズ販売 24,190

4)オープンアクセス費 20,000

5)許諾料(サンメディア) 165

※※33会会誌誌・・名名簿簿印印刷刷費費内内訳訳（（表表紙紙をを除除いいたた頁頁数数）） 合計 555555,,550000
1）32巻第1号（30頁） 125,400

2）32巻第2号（34頁） 129,800

3)会員名簿 85,800

4）32巻第3号（12頁） 100,100

5）32巻第4号（26頁） 114,400

※※44会会誌誌・・名名簿簿発発送送費費のの内内訳訳 合計 5522,,225511
1）31巻第4号 8,148

2）32巻第1号 7,056

3）32巻第2号＋会員名簿 23,520

4）32巻第3号 13,527

※※55PPllaanntt　　RRoooott　　BBIIBB作作成成費費のの内内訳訳 合計 5533,,990000
1)Ｊ-STAGE登載料（7件） 53,900

※※66謝謝金金のの内内訳訳 合計 335566,,440000
1）2023年事務委託費（㈱共立） 330,000

2）2023年ＨＰ管理費(㈱共立） 26,400

※※77学学会会賞賞経経費費のの内内訳訳 合計 2299,,001122
1）賞状用紙 2,035

2）パーカー購入費 22,960

3)送料等 1,817

4)賞状作成代 2,200

※※88予予備備費費のの内内訳訳 合計 4433,,004477
1）会費請求書作製代(ラベルシール代含む) 19,611

2）会費請求書送料 23,436

※※99事事務務通通信信費費のの内内訳訳 合計 1100,,117799
1)振込手数料 2,783

2)郵送代（切手代他） 7,396

※メール便・郵便（新入会員及び再送費等含む）＊メール便は翌月払

 
 
２２））2023 年年度度  特特別別会会計計 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.収入 単位：円

事項 予算 決算 予算との差額

前年度繰越金 107,089 110077,,008899

出版物販売※1 5,000 3,520 -1,480

Plantroot掲載料 20,000 20,000 0

寄付・雑収入（ロゴ使用料） 1,000 2,000 1,000

133,089 132,609 -480

2.支出

事項 予算 決算 予算との差額

出版物（印刷費・製作費） 0 0 0

｢根の研究｣デジタル化 0 0 0

送料・手数料など 10,000 729 -9,271

国際誌刊行経費（サーバーレンタル料） 23,000 24,920 1,920

PlantrootBIB作成費 7,000 0 -7,000

会長裁量経費 50,000 0 -50,000

会誌改善費（一般会計への補助） 0 0 0

苅住基金運営維持費 0 0 0

次年度への繰越金 43,089 110066,,996600 63,871

133,089 132,609 6,520

繰越金を除く2023年の実収入 25,520

繰越金を除く2023年の実支出 25,649

繰越金を除く2023年の実質収支 -129

※1出版物販売の内訳 合計 3,520

1）根の研究の最前線1～5巻売上（送料込） 3,520
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4））国国際際誌誌 Plant Root のの刊刊行行 
 （野口享太郎 編集委員長ら） 
 http://www.plantroot.org/ 
 第 17 巻として，7 の論文（全 81 頁）を掲載し

た．受理後早期の掲載，並びに編集委員の負担

を軽減する目的で BIB 作成費を計上した． 
 

5））会会誌誌以以外外のの出出版版物物・・根根研研ロロゴゴラライイセセンンスス 
 「根の研究の最前線 7」および同シリーズのう

ち，在庫があるバックナンバーについては，引

き続き販売した（セット割りを適用）．使用料を

支払うことで根研ロゴを使用したグッズを自由

に製作することができるようにした． 
 

6)  会会員員勧勧誘誘とと費費用用節節減減対対策策 
 会員数は 10 名程度の微増傾向にあり，会費収

入は下止まり傾向にある．財政状況改善を目的

として，第 55 回根研究集会から根研究集会要旨

の公開は別冊（PDF オンライン公開）のみとし

て，冊子体への掲載を取りやめた（2022 年度削

減額: 72,600 円，算出根拠: 要旨集 44 ページ×

1,650 円/ページ）．また，学生や若手研究者の入

会を促すため，根研究学会優秀発表賞，若手会

員研修支援，研究集会参加費無料化を継続した． 
 

２２．．2023 年年度度  決決算算報報告告 
 期間： 2023 年 1 月 1 日－12 月 31 日 
１１））2023 年年度度  一一般般会会計計 
1.収入 単位　円

事項 予算 2023年度 予算との差額

前年度繰越金 566,963 566,963 0

会費未納分※1 53,000 50,000 -3,000

2023年会費※1 280,000 337,000 57,000

2024年以降の会費前納分※1 550,000 511,000 -39,000

寄付・雑収入（許諾料,利子）※2 40,000 486,187 446,187

会誌改善費（特別会計から） 0 0 0

合計 1,489,963 1,951,150 461,187

2.支出

事項 予算 2023年度 予算との差額

会誌・名簿の製版・印刷費※3 600,000 555,500 -44,500

会誌・名簿の送付費※4 55,000 52,251 -2,749

Plant　Root　BIB作成費※5 49,000 53,900 4,900

事務局委託費・謝金※6 372,900 356,400 -16,500

事務通信費※9 15,000 10,179 -4,821

事務用品費 2,000 3,300 1,300

研究集会経費 40,000 40,000 0

学会賞経費※7 25,000 29,012 4,012

サーバー使用料 27,000 27,120 120

予備費※8 50,000 43,047 -6,953

次年度繰越金 254,063 778800,,444411 526,378

合計 1,489,963 1,951,150 461,187

繰越金を除く2023年の実収入　 1,384,187

繰越金を除く2023年の実支出　 1,170,709

繰越金を除く2023年の実質収支 213,478  
 
※１ 年会費は電子版個人会員 3,000 円，冊子版（＋

電子版）個人会員 4,000 円，冊子版団体会員 9,000
円．前納は，12 月までに 2023 年度を納入した分

など． 
 

※※1122002233年年にに納納入入さされれたた会会費費のの内内訳訳 合合計計 889988,,000000

11））未未納納分分　　　　　　22002222年年度度以以前前 5500,,000000 3,000円×8名・4,000円×2名・9,000円×2社

22））当当年年度度分分　　  22002233年年 333377,,000000 3,000円×87名・4,000円×19名

33））前前納納分分　　　　　　22002244年年度度以以降降 551111,,000000 3,000円×105名・4,000円×40名・9,000円×4社

※※22雑雑収収入入のの内内訳訳 合計 448866,,118877
1)第58回大会収益金 42,000

2)寄付（「根っこのふしぎな世界」原稿料）他 399,832

3)根研グッズ販売 24,190

4)オープンアクセス費 20,000

5)許諾料(サンメディア) 165

※※33会会誌誌・・名名簿簿印印刷刷費費内内訳訳（（表表紙紙をを除除いいたた頁頁数数）） 合計 555555,,550000
1）32巻第1号（30頁） 125,400

2）32巻第2号（34頁） 129,800

3)会員名簿 85,800

4）32巻第3号（12頁） 100,100

5）32巻第4号（26頁） 114,400

※※44会会誌誌・・名名簿簿発発送送費費のの内内訳訳 合計 5522,,225511
1）31巻第4号 8,148

2）32巻第1号 7,056

3）32巻第2号＋会員名簿 23,520

4）32巻第3号 13,527

※※55PPllaanntt　　RRoooott　　BBIIBB作作成成費費のの内内訳訳 合計 5533,,990000
1)Ｊ-STAGE登載料（7件） 53,900

※※66謝謝金金のの内内訳訳 合計 335566,,440000
1）2023年事務委託費（㈱共立） 330,000

2）2023年ＨＰ管理費(㈱共立） 26,400

※※77学学会会賞賞経経費費のの内内訳訳 合計 2299,,001122
1）賞状用紙 2,035

2）パーカー購入費 22,960

3)送料等 1,817

4)賞状作成代 2,200

※※88予予備備費費のの内内訳訳 合計 4433,,004477
1）会費請求書作製代(ラベルシール代含む) 19,611

2）会費請求書送料 23,436

※※99事事務務通通信信費費のの内内訳訳 合計 1100,,117799
1)振込手数料 2,783

2)郵送代（切手代他） 7,396

※メール便・郵便（新入会員及び再送費等含む）＊メール便は翌月払

 
 
２２））2023 年年度度  特特別別会会計計 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.収入 単位：円

事項 予算 決算 予算との差額

前年度繰越金 107,089 110077,,008899

出版物販売※1 5,000 3,520 -1,480

Plantroot掲載料 20,000 20,000 0

寄付・雑収入（ロゴ使用料） 1,000 2,000 1,000

133,089 132,609 -480

2.支出

事項 予算 決算 予算との差額

出版物（印刷費・製作費） 0 0 0

｢根の研究｣デジタル化 0 0 0

送料・手数料など 10,000 729 -9,271

国際誌刊行経費（サーバーレンタル料） 23,000 24,920 1,920

PlantrootBIB作成費 7,000 0 -7,000

会長裁量経費 50,000 0 -50,000

会誌改善費（一般会計への補助） 0 0 0

苅住基金運営維持費 0 0 0

次年度への繰越金 43,089 110066,,996600 63,871

133,089 132,609 6,520

繰越金を除く2023年の実収入 25,520

繰越金を除く2023年の実支出 25,649

繰越金を除く2023年の実質収支 -129

※1出版物販売の内訳 合計 3,520

1）根の研究の最前線1～5巻売上（送料込） 3,520

３３））2023 年年度度  苅苅住住基基金金 
1.収入 単位：円

事項 予算 決算 予算との差額

前年度繰越金 735,448 735,448 0

特別会計繰入金 0 0 0

寄付金(森の根の生態学印税) 10,000 0 -10,000

利子 0 6 6

雑収入 0 0 0

745,448 735,454 0

2.支出※2

事項 予算 決算 予算との差額

若手会員海外渡航支援(1名) 240,000 60,000 -180,000

送料・手数料 1,500 330 -1,170

次年度への繰越金 503,948 675,124 171,176

745,448 735,454 -9,994  
※若手会員海外渡航支援 1 件 
 
３３．．2023 年年度度会会計計のの監監査査報報告告 
 2024 年 2 月 21 日に，リモート会議にて，根研

究学会監査の二瓶直登会員に事務局業務担当者

（共立の栗本さん）が説明を行い，会計監査を

して頂いた．以下がその監査報告の写しである． 
 

 
 
４４．．2024 年年度度事事業業計計画画（（案案）） 
  

11））会会誌誌『『根根のの研研究究』』第第 3322 巻巻発発行行  

（編集委員長：福澤 加里部） 
第１号（2024 年 3 月発行）pp. 1-52（52 頁） 
第２号（2024 年 6 月発行予定）pp. 55-73（19 頁） 
第３号（2024 年 9 月発行予定） 
第４号（2024 年 12 月発行予定） 
別冊 1 号（2024 年 9 月発行予定） 
別冊 2 号（2024 年 12 月発行予定） 
 
2））研研究究集集会会等等のの開開催催 
・第 59 回根研究集会 
（福井市地域交流プラザ） 
  7 月 20 日（土）～ 21 日（日） 
  実行委員長 塩野克宏会員 
・第 60 回根研究集会 
（東海大学農学部・熊本キャンパス） 

  12 月 14 日（土）～ 15 日（日） 
  実行委員長 阿部淳会員 
 
3））2024 年年度度根根研研究究学学会会賞賞のの公公募募・・選選考考・・授授与与 
 6 月発行の会誌で告示し，7 月に公募．第 60
回根研究集会において授賞． 
 これまでの受賞者について，他団体の賞への

推薦も検討する． 
 
4））一一般般会会計計・・特特別別会会計計にによよるる学学会会活活動動とと会会員員のの

研研究究活活動動のの支支援援（予算案を参照） 
・国際誌 Plant Root 第 18 巻発行（編集委員長：

野口享太郎ら）．投稿数・掲載数の増加に努め

る．  
・根の研究に掲載された原著論文・総説・ミニ

レビュー等の J-Stage に収録される論文につい

て，著者がオープンアクセス権の取得料金を支

払うことで，非会員でも根研会員への公開と同

時に論文を読める状態にできる「オープンアク

セスオプション」を導入する．オープンアクセ

ス料は 1 編あたり 20,000 円とする．本制度に

より，著者にとって論文公開を早める選択肢が

生まれる．根研究学会にとっては財源の１つに

なる． 
・根研ロゴ使用料による特別会計の増収を図る

ため，会員によるグッズ作製を促進する． 
 
5））根根研研究究学学会会「「苅苅住住」」海海外外渡渡航航支支援援 
 根研究学会所属の若手会員(申請時の年齢が

40 歳以下)の研究活動を支援するため，国内の学

会等に参加して根に関する研究成果を公表した

り調査に出向いたりするための経費の一部を補

助する.年.1~2 件程度(1 件 6~12 万円を目安)を助

成する． 
 
6））会会運運営営にに関関すするる問問題題 
単年度収入の減少に対しては一層の節約に努

める．運営の基盤となる会費を増やすため，根

研究学会 HP を整理・拡充（研究集会案内ページ

の追加，根研はじめませんか？バーナーの追加）

し，会員の増加をはかる．あわせて，助成金や

広告料の取得に努める． 
 根研ホームページや Plant Root のためのサー

バーの維持費が値上がりとともに予算を圧迫し

ており、昨年度は会員による出版物の印税寄付

などにより収入があったため，今年度サーバー

の移行にかかる手数料（¥150,000）を支払えると
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判断したため実施する．サーバー使用料¥46,920
（内訳 plantroot.org ¥19,800 + jsrr.jp ¥27,120）が、

¥17,820（内訳 xserver ¥13,200 + plantroot.org 
¥1,518 + jsrr.jp  ¥3,102）に圧縮出来る。なおサ

ーバー移行に伴う支出は、移行によるサーバー

レンタル料の支出が毎年¥29,100 減少するため、

5 年間の継続使用により相殺できる予定。 
 
7））出出版版 
 「根の研究の最前線 7」およびバックナンバー

の販売促進に努める．その他，出版社等から，

根の研究の発展や社会へのアピールに役立ちそ

うな出版の企画提案があれば協力する． 
 
8））他他のの学学術術関関連連団団体体ななどどととのの協協力力 
・日本学術会議等 
協力学術研究団体として，委員候補の推薦やア

ンケートなどの依頼があれば協力する． 
・国際研究集会等 
会誌への開催情報の掲載など，情報の伝達に協

力する．  
・その他 
学術活動に関するアンケートなど，根の研究や

日本の学術発展に有意義と思われる要請につ

いては，大きな負担のない範囲で協力する． 
他の学術団体からの共催，講師推薦等の要請に

対しては，執行部・評議員で検討する． 
 
9））そそのの他他 

総会の場で議論したい事項． 
 
５５．．2024 年年度度予予算算（（案案）） 
 期間： 1 月 1 日－12 月 31 日 
１１））2024 年年度度  一一般般会会計計 
 2024 年 7 月現在の会員数は，282 名（海外含

む），団体 8 件．年会費は，電子版個人 3,000 円，

冊子版（＋電子版）個人 4,000 円，冊子版団体

9,000 円とする． 

収入 単位　円

事項 予算 前年実績 前年との差額

前年度繰越金 780,441 566,963 213,478

会費未納分※１ 108,000 50,000 58,000

2024年会費※１ 752,000 337,000 415,000

2025年以降の会費前納分※１ 550,000 511,000 39,000

寄付・雑収入※２ 40,000 486,187 -446,187

合計 2,230,441 1,951,150 279,291

支出 単位　円

事項 予算 前年実績 前年との差額

会誌・名簿の製版・印刷費※３ 550,000 555,500 -5,500

会誌・名簿の送付費※３ 32,000 52,251 -20,251

事務局委託費・謝金※４ 356,400 356,400 0

事務通信費 15,000 10,179 4,821

事務用品費 2,000 3,300 -1,300

研究集会経費 40,000 40,000 0

学会賞経費※５ 25,000 29,012 -4,012

サーバー使用料 16,302 27,120 -10,818

サーバー移行料※６ 150,000 0 150,000

予備費 50,000 43,047 6,953

次年度への繰越金 993,739 780,441 159,398

合計 2,230,441 1,951,150 279,291

　繰越金を除いた2024年の実収入 1,450,000 円

　繰越金を除いた2024年の実支出 1,236,702 円

　繰越金を除いた2024年の実質収支 213,298 円

※１　10月に次年度分の会費納入のお願いをするので，多額の前納分が発生し，

　　　当該年になってからのその年分の会費納入額は会員数×年会費より少ない．

　　　財源の安定化のためには，30名程度会員が増えることが望ましい．

※２　オープンアクセス料、会誌広告・ホームページのバナー広告で収入を上げることが望ましい．

※３　会誌（全4号）の発行．名簿本年度に発行．

※４　事務局委託経費（年30万円＋消費税10％）．

　　　ホームページ管理委託費（年3万円＋消費税10％）．

※５　3名程度の授賞を想定．受賞者が増えた場合は予備費等で対応する．

※６　サーバーを移行する際の手数料  
 
２２））2024 年年度度  特特別別会会計計 
収入 単位：円

事項 予算 前年実績 前年との差額

前年度繰越金 106,960 107,089 -129

出版物販売※１ 5,000 3,520 1,480

Plant Root掲載料※２ 105,000 20,000 85,000

寄付・雑収入（利息等）※３，４ 1,000 2,000 -1,000

合計 217,960 132,609 85,351

支出

事項 予算 前年実績 前年との差額

出版物（印刷・製作費） 0 0 0

｢根の研究｣デジタル化※５ 0 0 0

送料・手数料など 700 729 -29

国際誌刊行経費（サーバーレンタル料 1,518 24,920 -23,402

Plant Root BIB作成費※６ 35,000 0 35,000

会長裁量経費 50,000 0 50,000

会誌改善費（一般会計へ） 0 0 0

苅住基金運営維持費 0 0 0

次年度への繰越金 130,742 106,960 23,782

合計 217,960 132,609 85,351

　繰越金を除く2024年の実収入 111,000 円

　繰越金を除く2024年の実支出 87,218 円

　繰越金を除く2024年度の実質収支 23,782 円

　　　　（会長裁量経費50,000円を使わずにすめば，赤字は縮小）

          5編で計算．

　※５　論文以外のコンテンツも含めた画像PDF化委託費．

　※６　7,000円/編，5編で計算．

　※１　「根の研究の最前線７」を中心に販売予定．

　※３　根研ロゴ使用料（1製品につき100円）．

　※４　銀行口座利息．

　※２　Plant Root掲載料（根研究学会会員: 20,000円/編; 非会員:25,000円/編）．
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判断したため実施する．サーバー使用料¥46,920
（内訳 plantroot.org ¥19,800 + jsrr.jp ¥27,120）が、

¥17,820（内訳 xserver ¥13,200 + plantroot.org 
¥1,518 + jsrr.jp  ¥3,102）に圧縮出来る。なおサ

ーバー移行に伴う支出は、移行によるサーバー

レンタル料の支出が毎年¥29,100 減少するため、

5 年間の継続使用により相殺できる予定。 
 
7））出出版版 
 「根の研究の最前線 7」およびバックナンバー

の販売促進に努める．その他，出版社等から，

根の研究の発展や社会へのアピールに役立ちそ

うな出版の企画提案があれば協力する． 
 
8））他他のの学学術術関関連連団団体体ななどどととのの協協力力 
・日本学術会議等 
協力学術研究団体として，委員候補の推薦やア

ンケートなどの依頼があれば協力する． 
・国際研究集会等 
会誌への開催情報の掲載など，情報の伝達に協

力する．  
・その他 
学術活動に関するアンケートなど，根の研究や

日本の学術発展に有意義と思われる要請につ

いては，大きな負担のない範囲で協力する． 
他の学術団体からの共催，講師推薦等の要請に

対しては，執行部・評議員で検討する． 
 
9））そそのの他他 
総会の場で議論したい事項． 

 
５５．．2024 年年度度予予算算（（案案）） 
 期間： 1 月 1 日－12 月 31 日 
１１））2024 年年度度  一一般般会会計計 
 2024 年 7 月現在の会員数は，282 名（海外含

む），団体 8 件．年会費は，電子版個人 3,000 円，

冊子版（＋電子版）個人 4,000 円，冊子版団体

9,000 円とする． 

収入 単位　円

事項 予算 前年実績 前年との差額

前年度繰越金 780,441 566,963 213,478

会費未納分※１ 108,000 50,000 58,000

2024年会費※１ 752,000 337,000 415,000

2025年以降の会費前納分※１ 550,000 511,000 39,000

寄付・雑収入※２ 40,000 486,187 -446,187

合計 2,230,441 1,951,150 279,291

支出 単位　円

事項 予算 前年実績 前年との差額

会誌・名簿の製版・印刷費※３ 550,000 555,500 -5,500

会誌・名簿の送付費※３ 32,000 52,251 -20,251

事務局委託費・謝金※４ 356,400 356,400 0

事務通信費 15,000 10,179 4,821

事務用品費 2,000 3,300 -1,300

研究集会経費 40,000 40,000 0

学会賞経費※５ 25,000 29,012 -4,012

サーバー使用料 16,302 27,120 -10,818

サーバー移行料※６ 150,000 0 150,000

予備費 50,000 43,047 6,953

次年度への繰越金 993,739 780,441 159,398

合計 2,230,441 1,951,150 279,291

　繰越金を除いた2024年の実収入 1,450,000 円

　繰越金を除いた2024年の実支出 1,236,702 円

　繰越金を除いた2024年の実質収支 213,298 円

※１　10月に次年度分の会費納入のお願いをするので，多額の前納分が発生し，

　　　当該年になってからのその年分の会費納入額は会員数×年会費より少ない．

　　　財源の安定化のためには，30名程度会員が増えることが望ましい．

※２　オープンアクセス料、会誌広告・ホームページのバナー広告で収入を上げることが望ましい．

※３　会誌（全4号）の発行．名簿本年度に発行．

※４　事務局委託経費（年30万円＋消費税10％）．

　　　ホームページ管理委託費（年3万円＋消費税10％）．

※５　3名程度の授賞を想定．受賞者が増えた場合は予備費等で対応する．

※６　サーバーを移行する際の手数料  
 
２２））2024 年年度度  特特別別会会計計 
収入 単位：円

事項 予算 前年実績 前年との差額

前年度繰越金 106,960 107,089 -129

出版物販売※１ 5,000 3,520 1,480

Plant Root掲載料※２ 105,000 20,000 85,000

寄付・雑収入（利息等）※３，４ 1,000 2,000 -1,000

合計 217,960 132,609 85,351

支出

事項 予算 前年実績 前年との差額

出版物（印刷・製作費） 0 0 0

｢根の研究｣デジタル化※５ 0 0 0

送料・手数料など 700 729 -29

国際誌刊行経費（サーバーレンタル料 1,518 24,920 -23,402

Plant Root BIB作成費※６ 35,000 0 35,000

会長裁量経費 50,000 0 50,000

会誌改善費（一般会計へ） 0 0 0

苅住基金運営維持費 0 0 0

次年度への繰越金 130,742 106,960 23,782

合計 217,960 132,609 85,351

　繰越金を除く2024年の実収入 111,000 円

　繰越金を除く2024年の実支出 87,218 円

　繰越金を除く2024年度の実質収支 23,782 円

　　　　（会長裁量経費50,000円を使わずにすめば，赤字は縮小）

          5編で計算．

　※５　論文以外のコンテンツも含めた画像PDF化委託費．

　※６　7,000円/編，5編で計算．

　※１　「根の研究の最前線７」を中心に販売予定．

　※３　根研ロゴ使用料（1製品につき100円）．

　※４　銀行口座利息．

　※２　Plant Root掲載料（根研究学会会員: 20,000円/編; 非会員:25,000円/編）．

 

 

 

 

 

 

 

 

３３））2024 年年度度  苅苅住住基基金金 
 
収入 単位：円

事項 予算 前年実績 前年との差額

前年度繰越金 735,454 735,448 6

特別会計繰入金 0 0 0

寄付金(森の根の生態学印税) 10,000 0 10,000

利子 0 6 -6

雑収入 0 0 0

合計 745,454 735,454 10,000

支出 単位：円

事項 予算 前年実績 前年との差額

若手会員旅費支援 100,000 60,000 40,000

送料・手数料 1,500 660 840

次年度への繰越金 643,954 674,794 -30,840

合計 745,454 735,454 10,000  
 
国内において根に関する研究成果を公表したり

調査したりするための経費支援として 2 名（12
万円/件)を予定． 
 
 以上の 3 会計は，2025 年 2 月頃に会計監査を

実施予定． 
 

 
以上 
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「根の研究」の発行形態に関するアンケートのお願い 

 

根の研究は 1992 年の発刊以来，年 4 回発行 (冊子体，電子体) を行ってきました．論文のほか

さまざまな記事が掲載され，会員間の情報交換のプラットホームになっています．また，この 30 年

の間にインターネットが普及し，電子体会員区分の新設，論文のインターネット上  (J-STAGE) で

の公開など，インターネットを活用したサービスも導入されています．その一方，投稿論文数が少な

い現状で，各号に論文を掲載することが難しい場面が生じています (皆様には引き続きぜひ積極

的な論文投稿をお願いします)．また，論文以外の記事を含めて J-STAGE に登録することにより，

記事がより広く読まれるというメリットや，メールニュース (根研ニュース) など，紙媒体以外の連絡

手段も活用することで，会員への迅速な連絡や編集業務の効率化がはかれる可能性があります．     

そこで，年 4 回発行にこだわらず，柔軟に発行形態を検討したいと考えています．その際に会員

の皆様の意向を把握することは重要と考え，このたび発行形態に関するアンケートを実施いたしま

す．なお，アンケートの結果を参考に事務局・「根の研究」編集委員会で検討し，必要に応じて今

後の発行形態を提案させていただく予定です． 

 

以下の URL にアクセスしていただき、ご回答をお願いします。 

https://forms.gle/yxaWKmLTTgJ4jzru5 

 

回答期限は 2024 年 12 月 1 日 (日) といたします。ぜひ皆様のご協力のほどをよろしくお願いいた

します。 

根研究学会事務局・「根の研究」編集委員会 
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